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研究成果の概要（和文）：

ブログ著者コミュニティの発見・解析に基づくブログ関連コンテンツ評価を踏まえて，本手
法による高信頼性コンテンツの選択的な取得方法について検討すると共に，その機能開発に取
り組んだ．また，Web 上で公開されているソーシャルブックマークシステム（Web ページ等）
より，データを取得し，これらを利用した実験システムの開発に取り組んだ．結果として，あ
る検索要求に対して切り口の異なる高信頼性情報の呈示が可能なシステムの構築を行った．

研究成果の概要（英文）：
I tried to evaluate blog contents based on detecting and analyzing blogger communities. I

proposed a method to obtain highly credible contents and implemented the function as well.
Moreover, I tried to develop prototype Web recommender system using social bookmark
data. Finally, the system that can represent highly credible and various information with
several aspects is implemented.
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１．研究開始当初の背景
大量かつ多様な情報から価値の高い情報

のみを効率良く取得しようとする試みは，こ
れまでも Web 検索エンジンの改良を中心に
盛んに行われてきた．その中で，最も成功し
たものの１つが，Google であるが，多くのユ
ーザは Google に満足している訳ではなく，
価値の高い情報をより的確に検索できるよ
うな新たな方式が望まれている．Google をは
じめ，従来の検索手法の多くは，検索対象で

ある Web コンテンツを解析対象としている．
しかしながら，コンテンツ作成者がある種の
テクニックに基づいてコンテンツの内容を
編集することができるため，その解析結果は
公平かつ公正なものとは言い難い．そこで私
は検索対象コンテンツを直接的に解析する
のではなく，検索対象コンテンツの背景デー
タを解析することで，公平かつ公正な価値評
価を行うことで，信頼性の高いコンテンツの
取得を試みることを考えた．

機関番号：３４３０４

研究種目：若手研究（Ｂ）

研究期間：2008～2010

課題番号：２０７０００８９

研究課題名（和文）

背景データの解析に基づく高信頼性Ｗｅｂコンテンツの取得・呈示に関する研究

研究課題名（英文）

Acquisition and presentation of credible Web contents based on their background data.

研究代表者

中島 伸介（NAKAJIMA SHINSUKE）

京都産業大学・コンピュータ理工学部・准教授

研究者番号：90399535



２．研究の目的
研究代表者は，これまでに重要なブログ著

者の発見と信頼性の高い情報の取得を目指
した研究を行ってきた．すなわち，ブログ記
事を直接解析するのではなく，ブログ記事の
背景データの一部であるブログ著者の解析
により，元のコンテンツの評価を行うもので
ある．この研究の中で，背景データの解析に
基づくコンテンツの信頼性評価手法の有効
性を確認したが，まだ多くの課題があり実用
システムの構築には至っていない．そこで今
回は，実用化を実現するためにも，ブログ検
索エンジンを有する，きざしカンパニー社と
連携することで，大量のデータに対する実証
試験を行いながら，ブログ著者の解析に基づ
くブログ関連コンテンツの評価を行うこと
を考えた．
また，Web コンテンツの背景データの利用

例として，ソーシャルブックマークにおける
タグシステムへの注目が高まっている．Web
ページでは，del.icio.us，動画では YouTube
等が有名である．このようなタグ情報は，コ
ンテンツ作成者ではなく，第三者によって付
与されるものであり，Web コンテンツの重要
な背景データの１つであると考えられる．既
にタグ解析に基づいた信頼性の高い Web コ
ンテンツの推薦方式に関する研究準備も進
めている．
したがって，上記のようにコンテンツに密

接に関連した背景データを解析することに
よる，対象コンテンツの信頼性評価に関する
研究を行うことを考えた．最終的には，高信
頼性 Web コンテンツの取得・呈示システム
の開発に取り組む．

３．研究の方法
(1)ブログ著者コミュニティの発見および解
析に基づくブログ関連コンテンツ評価

我々はコンテンツ作成者の特定が容易で
あり，その作成者による過去のコンテンツの
取得が容易であるブログに着目した．初めに，
あるトピックに関するブログ記事の投稿数
により，ブログ著者の熟知度を算出する．そ
して，この熟知度に基づいたブログ著者コミ
ュニティの抽出を試みる．また，熟知度の高
いブログ著者の多くから，リンク参照などに
より注目されているブログ著者は，このコミ
ュニティにおけるオピニオンリーダ的な存
在であると考えられ，熟知度の高いブログ著
者よりも，さらに重要な存在であると認定す
る．このようにして，コミュニティにとって
重要なブログ著者を特定することにより，そ
の著者が投稿した記事や，そこで言及されて
いる Web コンテンツの評価を行う．さらに，
各トピックにおいて信頼性の高いコンテン
ツを評価し，これを取得する手法の確立を目
指す．なお，ブログのみならず，他のコンテ

ンツに対してもその作成者情報を解析する
ことでコンテンツの信頼性評価を行えるよ
うな，汎用性および拡張性の高い手法として
開発することを心がける．

(2)ソーシャルブックマークにて付与される
タグ情報の解析に基づくコンテンツ評価

ソーシャルブックマークによって扱われ
るコンテンツにおいて，これらに付与されて
いるタグ情報は，そのコンテンツの特性を表
現する背景データとして重要である．しかし
ながら，あるコンテンツに対して付与される
タグが表す意味は，各々のユーザの感じ方が
異なる為に多様であると考えられる．したが
って，あるトピックに関して同様な感じ方を
するユーザ（トピック依存の類似ユーザ）を，
このタグ情報を解析することで効率良く発
見する手法を検討する．さらに，この類似ユ
ーザ間で共有するコンテンツを，付与された
タグに基づいて評価することにより，各ユー
ザにとって信頼性の高いコンテンツを評価
し，取得する手法の確立を目指す．

(3)背景データの解析に基づく高信頼性 Web
コンテンツの検索・呈示システムの開発
ここでは，対象コンテンツの背景データ解析
に基づいて実現される，前述の２テーマによ
る Web コンテンツの信頼性評価を効率的に統
合する．これにより，ある特定のトピックに
関する高信頼性情報を取得したいというユ
ーザの要求に対し，適切なコンテンツの呈示
を可能とするシステムの構築を目指す．すな
わち，複数の信頼性評価の手法を有機的に利
用することにより，ある検索要求に対して切
り口の異なる結果の呈示を目指すと共に，
Web ページのみ，動画のみとメディアを限定
することなく，各種メディアによる結果の呈
示を目指す．これにより，ユーザの検索要求
に対して，複数の観点から，複数のメディア
によって結果を呈示することができ，ユーザ
自身が呈示結果の信頼性を認識しつつ，コン
テンツを利用することが可能となる．

４．研究成果
(1)ブログ著者コミュニティの発見および解
析に基づくブログ関連コンテンツ評価
ブログ著者のあるトピックに関する熟知度

に基づいて，ブログ著者コニュニティを適切
に抽出する手法について検討すると共に，こ
のコミュニティにとって価値のあるコンテン
ツの取得方法を検討した．
ブログ著者のあるトピックに関する熟知度

に基づいて，ブログ著者コニュニティを適切
に抽出する手法の実験システムを構築し，提
案手法の有効性の評価を行った．

ブログ著者コミュニティの発見・解析に基

づくブログ関連コンテンツ評価を踏まえて，



本手法による高信頼性コンテンツの選択的な

取得方法について検討すると共に，その機能

開発に取り組んだ．さらに，ユーザ側でコン

テンツの信頼性評価が可能な背景データの呈

示を実現するための機能拡張を行った．

図１に研究協力者と共に開発したブロガー

の特性分析を行うシステムblogram.jpを示す

．このサイトでは，ブログURLを登録すると

そのブロガーの特性を種々の側面から分析し

た結果を提示することが可能である．

図１：blogram.jp

(2)ソーシャルブックマークにて付与される
タグ情報の解析に基づくコンテンツ評価
Web上で公開されているソーシャルブック

マークシステム（Webページ等）より，データ
を取得し，これらを利用した実験システムの
開発に取り組んだ．この中で，付与されるタ
グとタグを付与した他のユーザを解析するこ
とで，各ユーザの嗜好に合致すると共に価値
の高いコンテンツの取得方法について検討し
た．
Web上で公開されているソーシャルブック

マークシステム（Webページ等）より，データ
を取得し，これらを利用した実験システムを
用いた評価方法を検討すると共に．提案手法
の有効性に関する評価を行った．
図２に開発したシステムのインタフェース

画面を示す．本システムではユーザが閲覧し
ているWebページ（右部）に対して，ユーザが
好むWebページを提示することができる．図３
に従来技術との比較実験結果を示す．推薦精
度の適合率を比較した結果，提案手法（RCF
）が最も良い結果を示している．

図２：タグ情報を利用したWebページ推薦シス

テム

図３：従来技術との比較（適合率）

(3)背景データの解析に基づく高信頼性Webコ
ンテンツの検索・呈示システムの開発

高信頼性 Web コンテンツ検索・呈示システ
ムの開発準備を進め，前述の２テーマの状況
に応じて，実験システムの開発を行った．
高信頼性 Web コンテンツ検索・呈示システ

ムのプロトタイプの構築を行い，ユーザ評価
実験を行うと共に，システムの改良に向けた
検討を行った．

さらに Webコンテンツの信頼性評価に関す
る２つの手法を有機的に統合したシステム
の開発を継続的に行った．すなわち，ある検
索要求に対して切り口の異なる高信頼性情
報の呈示が可能なシステムの構築を行うと
共に，その精度向上に努めた．
図４に高信頼性ブログコンテンツの呈示

システムを示す．このシステムでは，ある検
索キーワードに関して書かれているコンテ
ンツに対して，関連する幾つかの熟知度ラン
キングを呈示することができ，異なる切り口
での情報閲覧を実現している．



図４：高信頼性ブログコンテンツの呈示シス
テム
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